
連絡先：福島大学経済経営学類棟803室
moono@agri.fukushima-u.ac.jp

◇ 教員プロフィール
・氏名：申文浩 (Moono Shin) 

博士（生物資源工学）

・主な職歴：
1995年 兵役 Army/Sergeant 
2013年 農研機構東北農業研究センター
2018年 福島大学食農学類準備室・食農学類

・学歴：2003年 Konkuk University 卒業
2012年 筑波大学大学院 博士課程修了

・主な受賞等：
2009年 農業農村工学会関東支部会大会奨励賞
2011年 ロータリー米山記念奨学会奨学金
2016年 農業農村工学会地域貢献賞
2020年 クリタ水・環境科学研究優秀賞

・所属学会：農業農村工学会、水文・水資源学会
国際水田・水環境学会、韓国農工学会

福島大学 食農学類 Food and Agricultural Sciences

1.0µm 0.45µm 0.025µm

遠隔監視システムの開発

※ 水利研では、思い出に残る楽しい大学生の生活ができるように教育研究以外のことも教えます。特にメンバーには、焼き肉をおいしく食べるための焼き方を伝授します。

◎ 教育方針
▪専門知識だけではなく、他の研究領域と相互連携
しながら、現場中心の教育研究・指導を行います。

▪専門基礎のほか、公務員試験の対策を学びます。
▪思い出に残る楽しい研究室を目指します。

◎ 実施中の研究テーマ、競争的資金の研究課題
▪開発途上国における灌漑管理システムに関する研究
▪福島県における営農再開時の水管理に関する研究
▪～2025年 基盤研究A、放射能汚染対策１０年の総括に基づく新たな産地形成
▪～2024年 国際共同B、ベトナムにおける農民参加型水管理システムの基本デザインの研究
▪～2024年 基盤研究C、被災地における少数帰村者による持続可能な灌漑管理システムの開発
▪～2022年 クリタ水・環境科学振興財団、福島から日本の次世代灌漑管理システムを創る

◎ 主な担当科目
▪１年：生産環境科学概論、物理学、農場基礎実習
▪２年：農業工学、水資源利用学、測量・GIS実習
▪３, 4年：食農実践演習、生産環境学実験実習
▪大学院（経済学研究科）：復興計画論

http://www.moono.co.kr

福島大学 水資源利用学研究室
Fukushima University   Water Resources Engineering Lab.

灌漑管理システムの再構築

放射性Csの存在形態の分析放射性Csによる影響解明

除染済み

①玄米への影響は？
②再汚染されないか？
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人類の闘い！
水の流れの解明と
制御を見直す

水は食と農において欠かせないもの
水の性質、流れの科学、水循環、
水資源の効率的利用、次世代水管
理システム等、水に関する研究

に取り組んでいます。

除染済み

①玄米への影響は？
②再汚染されないか？
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★ 研究室活動の例
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略名：水利研

地区名：○○川水系：○○用水
ホーム 降水予報 天気予報 アメダス 観測値カメラ
農業用水の情報共有システム

試験運用中
連絡事項

気象警報・注意報
2017年9月12日
○○市 [発表] 乾燥注意報

No. 計測時間 放射性セシウム濃度
（Bq/L）

濁度
（度）

水位
（m）

雨量
（mm）

水温
（℃）

電気伝導度
（µS/cm）

1 2017/9/12 13:10 0.50 3.5 0.57 0.0 23.5 14.7

2 2017/9/12 13:20 0.53 3.7 0.58 0.0 23.4 14.5

カメラ撮影
拡大画面
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生産環境学コース 申文浩


